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 ふくしまこども⾷堂ネットワークといわき‧双葉の⼦育て応援コミュニティcotohanaは、「双葉郡における⼦育てに 
 関する調査」を実施しました。 

  2011年の東⽇本⼤震災および原⼦⼒事故により避難指⽰が発令された双葉郡（※双葉郡：広野町‧楢葉町‧川内村‧ 
 富岡町‧⼤熊町‧双葉町‧葛尾村‧浪江町）では、近年住⺠の帰還や移住が進んでおり、2023年時点の郡内⼈⼝は約 
 16,000⼈となっています。 
  今回の調査は、双葉郡における⼦育て世帯の実態や課題を把握し、双葉郡の⼦ども‧⼦育てへの⽀援や資源が集まる 
 きっかけとなること、⼦育て当事者、⼦育て⽀援団体、⾏政など、双葉郡の⼈たちで⼦ども‧⼦育ての未来を共に考え 
 ていくための材料を得ることを⽬的として実施しました。 

  住⺠の帰還や移住の増加に伴い⼦ども‧⼦育て世帯が徐々に増えている⼀⽅、地域内における資源‧サービスは限定 
 的であり、⼦育て世帯は移動や時間的コストを負担しつつ地域外の資源も利⽤しながら⽣活を送っている実態がわかり 
 ました。東⽇本⼤震災から13年が経過した今もなお、原発事故の影響を受けた双葉郡では、⼦ども‧⼦育て世帯のみな 
 らずあらゆる世代が暮らす「まちとしての再興」のスタートを切ったばかりです。地域内に加え、地域外からも⼿を貸 
 していただきながら継続的に「復興」へ向け歩んでいきたいと考えます。 

 【調査結果】 
 背景：⼦どもたちの数は年々増加 

 双  葉  郡  内  の  居  住  ⼈  ⼝  は  2023  年  時  点  で  約  16,000  ⼈  で、  避  難  指  ⽰  が  解  除  さ  れ  て  か  ら  各  町  村  ご  と  に  帰  還  が  始  ま  り、  ま  た  近  年  で 
 は移住促進政策も進み、徐々に⼈⼝が増えています。 

 また、2024年4⽉現在少なくとも1,323⼈の⼦どもたちが暮らしており、その数も右肩上がりとなっています。 

 （図1）双葉郡6町2村の⼈⼝動態および東⽇本⼤震災による被害状況 

 （図2）双葉郡6町2村の⼦どもの数の推移 



 調査結果１． 
 地域外の資源に依存せざるを得ない⼦育て環境 

 ⼈⼝の増加に伴い双葉郡内の⽣活インフラも少しずつ整いつつあるものの、買い物‧遊び‧学び‧病院など⼦育てに 
 関する資源は地域外に依存せざるを得ず、⼦どもの体験‧学びの機会も不⾜している状況が改めて明らかになりまし 
 た。特に休⽇は、買い物や遊びにおいては8割近く、病院も6割以上が双葉郡外や県外まで出向いているのが実態です。 
 習い事や塾などの学び‧体験も、住んでいる地域による質‧量的な機会差がみられました。 
 休⽇に地域外で過ごす時間が⻑い実態は、⼦育て世帯が地域コミュニティとつながる機会を逃している可能性も考えら 
 れます。 

 ま  た、  郡  内  に  お  け  る  資  源  の  不  ⾜  に  加  え、  ⼦  ど  も  の  進  学‧  進  路  や  そ  れ  に  伴  う  経  済  的  不  安、  ⼦  育  て  と  仕  事  の  両  ⽴  な  ど、  様々 
 な不安‧悩みを持っています。 

 ⼦  ど  も  が  ⼩  さ  い  う  ち  に  帰  還‧  移  住  し  た  世  帯  も、  徐々  に  中  学  校‧  ⾼  校  と  いっ  た  「進  路」  を  考  え  る  必  要  に  迫  ら  れ  て  き  ま  す。 
 双葉郡内での中等‧⾼等教育機関が限られている中、⼦どもの進学に合わせて“どこに住まうのか”が家族内の⼤きな議 
 題になり、その決断によっては進学の関係で再度転出してしまうような動きも出かねません。 

 ま  た、  ヒ  ア  リ  ン  グ  調  査  で  は  ⼦  ど  も  の  ⼀  時  預  か  り  に  関  す  る  要  望  や  悩  み  の  声  も  特  に  多  く  挙  が  り  ま  し  た。  ⼀  度  親  族  そ  れ  ぞ  れ  が 
 各地への避難を経験したり、新たに移住してきた世帯等は、親やきょうだい等、⼦どもを預けたり⼦育てにおいて頼れ 
 る存在がいないケースも少なくないと考えられます。⼀時預かりの利⽤は保護者のつかの間の精神的‧時間的なゆとり 
 を⽣むだけではなく、保護者の就労機会増加や学びなどの⾃⼰実現にもつながります。 

 調査結果２． 
 ⼦どもたちにとってより住みよい町となるためには、 
 障害児への理解や様々な⽀援体制が⼗分でない現状が明らかに 

 障  害  や  特  別  な  配  慮  を  必  要  と  す  る  ⼦  ど  も  た  ち  の  実  態  や  課  題  は、  今  回  の  ア  ン  ケー  ト  調  査  か  ら  は  定  量  的  に  把  握  す  る  こ  と  は  で  き 
 ませんでしたが、ヒアリング調査からは貴重な声を聴くことができました。中には、双葉郡内に帰還‧移住し少⼈数で 
 細やかな教育環境に変わったことで、⼦どもが過ごしやすく健やかな⽣活を送れているという声もありました。 



 そ  の  ⼀  ⽅  で、  療  育  機  関‧  施  設  が  な  く、  専  ⾨  性  の  あ  る  ⼈  材  が  不  ⾜  し  て  い  る  こ  と  や、  保  護  者  に  とっ  て  相  談  先  が  な  く、  双  葉  郡 
 外の専⾨機関に頼ったり、当事者同⼠で助け合いながらなんとか⽇々を送っている現実も浮き彫りになりました。そし 
 て、帰還‧移住を積極的に促進している⼀⽅、障害児⽀援に対する⾏政の理解や姿勢に疑問を呈する声も少なくありま 
 せんでした。 

 特  別  ⽀  援  ニー  ズ  を  持  つ  ⼦  ど  も‧  ⼦  育  て  世  帯  の  現  状  が  ⼗  分  把  握  さ  れ  て  い  る  と  は  い  え  ず、  そ  の  暮  ら  し  を  ⽀  え  る  取  り  組  み  も 
 公‧⺠ともに現状においては不⼗分であると⾔わざるを得ません。この先帰還‧移住が進むにつれ、障害児のみならず 
 外国籍の⼦どもたちや世帯など、様々な背景を持つ家族の帰還‧移住も増えていく可能性も考えられます。多様なニー 
 ズに対応するため、ハード⾯等はすぐに対応できないとしても、住みよい地域としていけるような意識が醸成されるこ 
 とを望みます。 

 調査結果３． 
 双葉郡外の出⾝者や2020年以降に帰還‧移住した層で、⼦育てや暮らしの満⾜の相対的な低さと孤 
 ⽴感が浮き彫りに。地域におけるつながりの有無や濃淡による情報‧資源へのアクセス差も。 

 暮  ら  し  や  ⼦  育  て  の  満  ⾜  度  を  み  る  と、  双  葉  郡  外  の  出  ⾝  者  や  2020  年  以  降  に  帰  還‧  移  住  し  た  層  で  相  対  的  に  低  い  こ  と  が  分  か  り  ま 
 す。また、この層は「孤⽴」を感じる度合いもやや⾼くなっています。 

 ア  ン  ケー  ト  調  査‧  ヒ  ア  リ  ン  グ  調  査  全  体  を  通  し  て、  も  と  も  と  町  村  内  や  双  葉  郡  内  に  つ  な  が  り  が  あ  る  か  ど  う  か  や、  保  護  者  本  ⼈ 
 のパーソナリティとして⾃ら情報を集めたりつながりをつくることができる‧好きな⼈と、そうではない⼈では孤⽴の 
 度合いやアクセスできる情報‧資源に⼤きな差が出ることが伺えました。 

 現  状、  保  護  者  同  ⼠  が  つ  な  が  り  を  持  て  る  機  会  は  限  ら  れ  て  い  ま  す  が、  ヒ  ア  リ  ン  グ  調  査  で  は  ⾃  ら  積  極  的  に  情  報  を  集  め  た  り、  イ 
 ベントやサロンに参加してつながりを作り、孤⽴を解消していった経緯を語ってくれた⽅もいました。帰還‧移住前や 
 その直後に、つながりをつくることができる継続的な場があるとそのようなギャップを防げるのではないかと考えられ 
 ます。 



 調査結果４． 
 地域活動を後押しするコーディネート‧中間⽀援的機能が必要 

 全  体  の  8  割  近  く  が  「⼦  育  て  に  つ  い  て  学  ぶ  機  会  (⼦  育  て  関  連  の  講  座、  講  演  会、  体  験  教  室  な  ど)  が  あっ  た  ら  参  加  し  た  い」  と  回 
 答、特に孤⽴感を感じる層で⾼い参加意向がありました。このことは、「学びの機会」が「つながりの機会」となり、 
 孤⽴感からの脱却につながり得ることを⽰唆しています。 

 ま  た  「⼦  ど  も  ⽀  援‧  ⼦  育  て  ⽀  援  の  活  動」  に  つ  い  て  も、  半  数  が  「ぜ  ひ  し  た  い‧  で  き  れ  ば  し  た  い」  も  し  く  は  「す  で  に  やっ  て 
 いる」との回答でした。 

 ⼦  育  て  ⽀  援  活  動  な  ど  地  域  で  「何  か  し  た  い」  と  い  う  想  い  を  持っ  た  ⼈  た  ち  が  確  実  に  い  る  と  い  う  結  果  を  受  け、  そ  の  背  中  を  押  し 
 し活動を活発化するためには、地域の中でコーディネートや中間⽀援的な役割が必要であると考えます。 

 ⼦  育  て  当  事  者  が  活  動  す  る  際、  ど  う  し  て  も  「時  間‧  余  裕  が  な  い」  こ  と  が  ⼤  き  な  障  壁  と  なっ  て  し  ま  い  ま  す  が、  現  状  双  葉  郡  で 
 は当事者が活動しないと資源‧サービス‧⽀援がない状況にあり、実際郡内のこども⾷堂も５つ中３つが⼦育て当事者 
 が始め、運営しています（他地域では⼦育て当事者のみがこども⾷堂の運営を担う例は少数）。⼦育て世帯が感じてい 
 る課題を他世代と共有し、様々な⼈の⼒を借りながら地域で共に⼦どもたちを⽀えていく必要があると考えます。「ど 
 んな活動があり、どのように参加‧始めることができるのか」を伝え、背中を押すことで新たな活動が⽣まれるために 
 も、コーディネーター‧中間⽀援的な役割が⽣まれることを期待します。 

 【調査結果を受けての提⾔】 
 提⾔1. 
 ⼦ども‧⼦育て世帯が豊かに暮らし、学び育つ地域へ 
 ― 専⾨家‧アカデミックな分野からの知⾒と意⾒交換を ― 

 「⼦どもの学び‧体験機会」の拡⼤は、⼦どもたちの育ちにとって⽕急の課題であると⾔えます。⼤学等のアカデミッ 
 クな知⾒を借りながら、⾏政‧企業‧⽀援者‧当事者の関係者間で意⾒交換の機会をもち、スペシャルニーズへの⽀援 
 も含めた実情に即した枠組みを検討する必要があります。 

 提⾔2． 
 ⼦育て当事者を中⼼として育まれつつある、地域で⽀えあう⾃助‧互助コミュニティ 
 ― その動きを⽀え‧広げる後⽅⽀援が必要 ― 

 ⼦ども‧⼦育て⽀援にまつわるリソースが限られる双葉郡内では、コミュニティ拡⼤の為にも⼦ども‧⼦育て世帯の居 
 場所づくりやエンパワーメントが重要です。例えば情報提供や財政⽀援、ノウハウ提供、⼈材の発掘や育成⽀援など、 
 地域で⽀え合うコミュニティ形成に必要な役割を担える中間⽀援組織や市⺠活動サポートセンターの設置も期待したい 
 と考えます。 

 提⾔3． 
 ⾃助‧互助の⼒が活きる地域モデルを、地域内外の多くの仲間とともに育んでいきたい 
 今後もわたしたちは⼦ども‧⼦育て世帯の声を聴き、あらゆる団体‧機関との意⾒交換‧連携を進めていきます。共にこ 
 の地域を育んでくださる「仲間」として、⽀援に参画する⽅が増えることを期待します。 



 【調査概要】 
 ■デスクリサーチ 
  各種資料やウェブサイト等を利⽤し、必要なデータを収集した 
  ‧調査項⽬：双葉郡の⼈⼝動態、児童‧⽣徒数、⼦育て関連機能‧施設の実態、 

 基本計画における⼦ども‧⼦育て政策 等 
 ■アンケート調査 
  双葉郡で⼦育てをしている保護者に向けたアンケート調査を実施した 
  ‧対  象  者：双葉郡在住の、満15歳以下の⼦どもを持つ保護者の⽅ 
  ‧調査⽅法：マクロミル『Questant』を使⽤しオンラインで回答できるアンケートを作成。 

  同内容をアンケート⽤紙にして印刷。 
  メールマガジンや、地域内の公共施設、教育機関、⼦育てサロン、こども⾷堂などで配布‧回収。 

  ‧調査期間：2023年11⽉〜2024年1⽉ 
  ‧質  問  数：56問 
 ■ヒアリング調査 
  双葉郡で⼦育てをしている保護者にヒアリング調査を実施した 
  ‧対  象  者：双葉郡在住の、満15歳以下の⼦どもを持つ保護者の⽅ 
  ‧実施⼈数：14名 
  ‧依頼⽅法：調査実施主体である「いわき‧双葉の⼦育て応援コミュニティcotohana」のつながりで依頼。 
              また、別途実施のアンケート調査にてヒアリング協⼒可と回答した⽅に依頼。 
  ‧実施⽅法：ご⾃宅や近隣のコミュニティスペース等でヒアリングを実施。 
  ‧調査期間：2023年11⽉〜2024年2⽉ 
  ※あわせて今後⼦育て⽀援や居場所づくりの活動をしている⽀援者へのヒアリング調査も実施 
 ■調査実施団体 
  いわき‧双葉の⼦育て応援コミュニティcotohana(コトハナ) 
  ‧設⽴：2019年2⽉1⽇ 
  ‧共同代表： 鈴⽊みなみ ⼩林奈保⼦ 
  ‧WEBサイト：  https://cotohana.net/ 
  ‧事業内容：福島県双葉郡において、⼦育て⽀援を通した地域コミュニティの醸成を⽬的とし、⼦育て中の 
   家族、⼦育て⽀援に関わる地域の⼈‧関係機関と連携しながら、そのネットワークを活かして情報発信‧ 
   事業企画等を展開。 
 ■調査主体 
  ふくしまこども⾷堂ネットワーク 
  ‧設⽴：2017年8⽉11⽇ 
  ‧加盟団体：114団体(2024年3⽉現在) 
  ‧WEBサイト：https://peraichi.com/landing_pages/view/gi5qo 
  ‧事業内容： 
   1. 福島県内に新しくこども⾷堂を⽴ち上げたい⽅のサポート 

     こども⾷堂⽴ち上げ講座‧運営相談‧⾷材や資⾦調達⽀援等 
   2. 福島県内でこども⾷堂を運営する団体のサポート 

     こども⾷堂運営者の定例会合‧こども⾷堂研修会‧運営相談‧ 
    ⾷材や資⾦調達⽀援等 

   3. 福島県内でこども⾷堂への理解を進める活動 
       こども⾷堂フォーラム‧⾷育推進イベント等 
   4. その他必要な事業 
 ■本件に関する取材‧お問い合わせ先 
 本調査へのご質問‧ご意⾒や、調査結果を使⽤される際などは、以下のフォームよりご連絡をお願いいたします。 

 いわき‧双葉の⼦育て応援コミュニティcotohana(コトハナ) 鈴⽊‧⼩林 
 お問い合わせフォーム ：  https://cotohana.net/contact 

 詳しい調査結果についてはこちらからご確認いただけます 
                             URL︓https://ur0.jp/EWF7h 

https://cotohana.net/contact

